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2020年から始まった新型コロナウイルスの世界中での感染拡大から、早くも3年目を迎えた2022年3月ま


でに、コロナ禍で行動に制限があるなかでも、誰かのためにアクションを起こしてくれた若きチェンジメーカー


の皆さんから、今回も非常にユニークで創意工夫にあふれたソーシャルアクションポレートが届きました。

人に会うことや 出かけることを制限され、やりたいことが思うようにできない生活が続くなか、自分もつらい


のに、誰かのために、社会のために、世界のために、動いてくれた皆さん、そして自分が起こしたアクションに


ついて報告をお寄せくださった皆さん、本当にありがとうございました。

世界をより良くしたい、誰もが安心し自分らしく過ごせる社会にしたい、といった思いを持って若きチェンジメ


ーカーの皆さんが様々にアクションを起こした様子が私たちのもとにアクションレポートとして届き、とても励


まされていた矢先、2022年4月24日、ロシアがウクライナに軍事侵攻をしたという衝撃的なニュースが飛び


込んできました。

私たちフリー・ザ・チルドレン・ジャパン（FTCJ)としては、ウクライナを始め、様々な地域で戦争が行われてい


る現状に対して何が私たちにできるのかを考える機会にチェンジメーカー・フェスをしなければ、今こそ、子ど


もや若者の皆さんが取り組んだソーシャルアクションを発信することで平和について考えることが必要なの


ではないか、という想いもあり、ソーシャルアクションレポートの編集とチェンジメーカー・フェスの準備を進め


ました。

皆さんから届けられたソーシャルアクションの数々を発表し、コロナ禍での限られた環境のなかにも関わらず


果敢に、より良い世界のためにアクションを起こした25歳以 下の子どもや若者の皆さんをお祝いすべく、第


2回目のチェンジメーカー・フェスを、2022年3月19日にオンラインにて開催しました。

オンラインでの授業や会議などが日常的に行われるようになり、感染予防のための新しい日常に私たち全


員が慣れてきたことから、今年は新しい試みとしてバーチャル空間で交流ができるツール「Spatial Chat」を


利用しての開催としました。

これは、ウェブ上で自分のアバター（アイコン）を自由に動かし、相手のアバターに近づけることで声が聞こえ


たりカメラをオンにしたら姿が見えたりするようになり、まるで同じ場所にいるかのような体験ができる新感覚


のバーチャル空間です。今回はこのSpatial Chatのバーチャル空間をチェンジメーカー・フェス用にデザイ


ンを新たに行い、まるでライブ会場に実際にみんなが集まっているかのような体験をしながら、話し合いをした


り、スピーチやライブ演奏を聴いたりする2時間のプログラムを開催しました。

Together、WE can change the world! みんなとなら、世界を変えることができる－このメッセージを日本


だけでなく世界へと子どもや若者のチェンジメーカーの皆さんとともに発信していきたいと感じています。

NPO法人フリー・ザ・チルドレン・ジャパン代表　中島早苗

はじめに
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アクションレポート

Action Report



１．ボランティア
自分の時間を解決したい問題のために使う方法。

地域の困っている人の手助けをしたり、違う国のコミュニティーのために活動したり、

できること・可能性は無限大！




２．資金調達
個人、企業などから、募金を集める方法。

貯金をする、自分で作ったものなどを販売する、街頭募金活動を行うなど、

お金の集める方はいろいろ！




３．啓発活動
他の人に、自分の解決したい問題について知ってもらうために活動する方法。

身近な相手から、不特定多数の人まで、知ってもらう相手も知ってもらう方法も様々！




４．政策提言
地域・日本・世界で起きている不公正な問題に対して、

それを政策として変化を起こすために、

署名をしたり、議員に直接伝えたり、政治機関に対して働きかける方法。




５．物資支援
ある“モノ“を必要としている人に、その”モノ“を届ける活動方法。

フードバンクへ食料を寄付する、学校で集めた文具を開発途上国に送るなど。




６．自己行動変革
自分自身の問題に対する理解を深めたり、自分の良くないと思う癖や習慣を、

良いものに変えていくなど、自分の行動・生活に変化を起こす方法。




だれかが困っている社会の問題を解決するために、何かがしたい！

そう思って立ち上がったチェンジメーカー.



アクションのための方程式

“Gift（才能） + Issue（解決したい問題） = Change（変化）”
--好きなこと・得意なことを活かして、自分にできるアクションを考える--

を駆使して取り組んできた1年間の記録です。

Take Action!
さぁ、アクションを起こそう！

社会問題への6つのアクション



１
Volunteering
ボランティア



ごみ問題

2021.9.18-10.9

グループ 2 東京都 小学生

S＆T

２袋の20Lのごみ袋をいっぱいにした。

6



貧困

2022.2.25

グループ 4 東京都 中学生

ボランティア
２

Rey

16



SDGsの期限が迫っている時代で私たちが現在
出来ること

2021.8.12-10.10

グループ 7 千葉県 高校生

銀座環境会議
SDGsマルシェチーム
ダラン優那(高校生)、中島真仁(高校生)、
ちかポン(社会人)、他高校生3人、
主催者の方1人



全ての人に交流の楽しさ・伝え合うことを取り
戻してほしい。

2022.1.6

個人 １ 兵庫県 高校生

HINA N.
兵庫県立舞子高等学校 「災害とボランティ
ア」選択者



海洋汚染（プラスチック）問題

2021.12.1-2022.1.31

個人 １ 兵庫県 高校生

MIYUTO H.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



子どもの貧困

2021.11.15-11.17

グループ 18 茨城県 高校生

常磐大学高等学校JRC部

19,887

全生徒と教員を合わせて1100人いる学校です。そ
こで3日間昼休みと放課後に募金活動をしました。

1,100



3

待機児童 子育ての不安

2021.6.2-2022.2.8

協力 ほっこり食堂さん

-

グループ ４ 香川県 高校生

チヒロ

ボランティア

教育格差

2021.8.30-2022.1.23

グループ 20 神奈川県 大学生

JUNKO Association
ベトナムプロジェクト

ボランティア



リサイクル

2021.12.1-2022.2.28

グループ ２ 東京都 その他

さつき

ボランティア



２
Fundraising
資金調達



58,767

貧困

2021.12.19

グループ 6 東京都 その他

FTCJ子どもアンバサダー
＆有志メンバー

波田野優、かな、はるか、りお、ふゆこ、
ゆりな

資金調達

FTCJ、インドの女性



児童労働

2021.12.19-2022.3.11

グループ 9 東京都 中学生

Free The Children Japan
子どもアンバサダー
フェアトレードチーム

なの ゆりな かな
ゆう 莉緒 つかさ
きさら ひなこ えいみ



2022.1.6-17

個人 1 滋賀県 中学生

武川 小春

10人から259枚のはがきを集めることができた

アクションキャンペーン
SHARE CARDS（書き損じハガキ回収x検診の機会提供）

13,103

資金調達



25,608

6

水問題と児童労働

2021.11.1-12.31

フリー・ザ・チルドレン・ジャパン

グループ 2 大阪府 高校生

Turcks

Seata/せーた。
T

資金調達



貧困および災害の被害

2022.1.17-1.21

個人 １ 兵庫県 高校生

SAKURA F.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



途上国における子どもや赤ちゃんの死亡率
が高いこと

2022.1.17-1.22

個人 １ 兵庫県 高校生

SHUNTA S.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



子どもの飢餓と相対的貧困

2022.1.17-1.21

個人 １ 兵庫県 高校生

MIKU Y.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



教育の場が不安定

2022.2.10-3.10

グループ 56 ミャンマー
ベトナム 大学生

JUNKO Association
咲良



2022.1.3

グループ ４ 埼玉県 大学生

佐藤茉衣
やすこ、れいこ、くにかず

資金調達

4人から10冊の本が集まった

610

2022.1.2-1.3

個人 1 埼玉県 大学生

佐藤茉衣

資金調達

集まったはがき21枚



子どもの貧困

2022.3.12

個人 １ 広島県 その他

平山恭子

資金調達



３
Awareness-Raising

啓発活動



児童労働・子どもの権利

2021.4.22-2022.1.29

個人 １ 東京都 小学生

波田野 優

●取材を受けたメディア：2社（毎日新聞社、共同通信
社）●講師として登壇した団体の数：1（JICA）



子どもの権利条約・世界の貧困問題・
食品ロス

2021.5.1-2022.3.31

個人 １ 岐阜県 中学生

山口 清崇

啓発活動

書き損じはがき　35枚　未使用のテレホンカード　9枚　



116

入管問題

2021.10.8-11.30

グループ ２ 神奈川県
埼玉県 中学生

With Refugees

今川つかさ　植岡優里奈

啓発活動



子どもの権利啓発

2021.11.6-11.7

個人 １ 神奈川県 中学生

啓発活動

moeka

日本全国の大人と子ども

0

当日21時間
子どもグループ会議18時間

寄付行為は行っていませんが、活動自体は寄付によって支
えられていました。

0



反戦と平和のメッセージ拡散

2022.2.27-3.14

グループ 50 東京都 中学生

Global kids英語会

啓発活動

ウクライナ、平和、民主主義、自由の価値を重んじる
全ての国口、人々。



プラスチックゴミ問題

2021.9.18-2022.1.26

グループ 7 東京都 高校生

Bridge

啓発活動



イベント参加者：7人    イベントのプロモーションによる
SNSのフォロー：200人

工業的畜産が環境にかける
負担について

2021.9.1-12.31

グループ 7 オンライン
日本 高校生

HASHI

マコ・ブル・ミオ・ユウカ・
シュウゴ・ハルカ

啓発活動
20 7



ジェンダー代名詞

2021.4.1

個人 １ 日本 高校生

Honoka/ほのか

啓発活動



一人ひとりが応急処置の知識をもつ

2021.12.24-2022.1.17

個人 １ 兵庫県 高校生

RION K.

兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



SDGsの啓発

2022.1.14

個人 １ 兵庫県 高校生

AKICHIKA M.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



生活習慣病の増加に対する予防

2022.1.14

個人 １ 兵庫県 高校生

AN W.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



資源の無駄遣い

2021.12.17-12.24

個人 １ 兵庫県 高校生

KEIGO O.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



防災意識の低下

2021.12.20-12.27

個人 １ 兵庫県 高校生

SOSUKE O.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



128

世界中で家事使用人として働く少女たちが、基
本的な教育を受けられず住居もないという問題

2021.12.25-2022.1.21

個人 １ 兵庫県 高校生

KOKONE K.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者

啓発活動



海洋プラスチックごみ問題

2021.11.29-12.14

個人 １ 兵庫県 高校生

YUMA K.

兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者

啓発活動



二酸化炭素排出量の増大

2021.12.24-2022.3.9

個人 １ 兵庫県 高校生

AYAKA K.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



うつ病増加に対する理解の啓発

2021.12.22

個人 １ 兵庫県 高校生

YUMA T.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



海の豊かさを守る

2022.2.1

個人 １ 兵庫県 高校生

KENTARO N.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



地球温暖化

2021.11.29-2022.3.1

個人 １ 兵庫県 高校生

ASAMI N.
兵庫県立舞子高等学校
「災害とボランティア」選択者



難民問題・入管問題

2022.2.12

グループ 11 神奈川県 高校生

学校での奉仕活動



工業的畜産による環境破壊について。

2021.9.4-12.27

グループ 9 東京都 高校生

学生団体HASHI
まこ、ゆか、みお、ブル、はるか、
ほんみー、しゅうご、ももか、きょうか

イベント参加者数７人

7



教育の質、情報格差、メンタルヘルス

2021.5.14-2022.3.12

個人 1 神奈川県 高校生

南智笑莉

啓発活動

包括的な持続的な目標とは？：特に環
境汚染（水）と健康課題に着手

2021.6.1-2022.5.31

グループ 30 東京都 その他

Change Makers（仮名）

啓発活動



４
Advocacy

政策提言



子どもの権利侵害

2021.1.12.-2022.3.5

個人 １ 東京都
カナダ 中学生

坂口くり果



子どもの権利

2022.4.22-11.20

個人 １ 日本 高校生

ひとみ



衣服の廃棄問題

2021.10.17

個人 1 東京都 小学生

森 椿

物資調達

5
Material Support

物資調達



約1,300

約100

子どもの貧困問題、教育格差

2021.4.25-2021.7.31

クルドを知る会 みな風子ども食堂

グループ 6 埼玉県 中学生

さいたま市立大谷場中学校
有志グループ

伊藤菜穂 今川つかさ 奥村双葉
滝田優羽 野崎葵 原悠太

物資調達

約6



１
貧困 フードバンク

2022.1.9

個人 １ 東京都 中学生

FTC
アンナ



2021.10.25-10.29

グループ 3 兵庫県 高校生

平川来実
芝田美友
富山碧衣

320人に声をかけ、40人から食料を集めることができた

フードバンク関西

14.5

物資調達



2021.10.27-10.30

グループ 5 東京都 高校生

そうた ゆうき たける
りんたろう なみ

約10人から食料を集めることができた

約2



貧困問題

2017.10.17-2022.2.26

グループ ２ 東京都 高校生

さやこ

物資調達



ごみをへらす

2022.2.11-2.26

グループ ２ 東京都 小学生

はるみ

自己行動変革

6
Behavioural Change

自己行動変革



リデュース、リユース、リサイクル

2022.3.7

個人 １ 日本 小学生

りま

3



人権などの問題について

2021.6.15-8.3

個人 １ 山梨県 中学生

松田 紬



ホームレス

2021.12.18-2022.3.5

個人 1 東京都 中学生

えーみ

2



発展途上国の貧困問題

2022.3.12

個人 1 東京都 高校生

サヤ

自己行動変革

環境

2011.3.7-2022.2.6

グループ 3 埼玉県 その他

くりはら

自己行動変革



7
Social Business
ソーシャルビジネス



国際問題・異文化の理解

2021.5.1-2022.3.12

グループ 7 日本
ミャンマー 高校生

Yangonかるたプロジェクト
野中優那（代表）

iloveimg-compressed 2.zip

クラファン支援金 3,096,500円

322



応援を形にし、寄付をオープンにする

2021.4.20-2022.3.22

個人 １ 日本 大学生

ウメハラ

Ribbo 紹介.pdf



Action CampaignAAAAAccccctttttiiiiiooooonnnnn CCCCCaaaaammmmmpppppaaaaaiiiiigggggnnnnn

アクションキットのダウンロードはこちら

7つのアクションキャンペーン



SDGsに触れながら、国内外の課題と自分との関係性を見つめ、取り組む課題とオリジナル


のアクションを考えよう！

自分の得意なことを活かした

オリジナルアクションを起こそう！

ORIGINAL アクションキット（オリジナルアクションを見つけよう！）

このORIGINAL アクションキットは、アクションを起こすための基本的な４つのステップを踏みながら、オリ
ジナルのアクションを起こせるようになっています。仲間と一緒にアクションを起こせるキット内容ですが、

1人でももちろん大丈夫。

私たちフリー・ザ・チルドレンも、1人の少年のアクションから始まりました。



気になる問題に変化を起こすために、学校やメディア、議員や首長に対して働きかけよう。

子どもが意見する権利は子どもの権利条約でも保障されている！

「変だな」と感じること＋声をあげる

=未来に変化を起こす

SPEAK UP アクションキット（気になることに声をあげよう！）

SDGsの達成に向け、子どもや若者が政策提言活動を通じて社会問題解決に取り組めるようデザインされて


います。気になる問題と声を上げるアクションを考え、実施～振り返りまでができるキットを使ってみよ


う！ 手紙の書き方・スピーチの作り方を事例も掲載しています。



学校や地域のイベントにエシカルな企画で出店しよう。人が集まるイベントは絶好の機会。

解決したい問題について知ってもらい、協力してもらうチャンス！

社会問題への関⼼ ＋ イベント

=みんなの関⼼・売り上げ寄付

LOVE FAIR FESTIVAL (エシカルなイベントを開こう！）

フェアトレード商品の販売や売店の売り上げの寄付、社会問題を知ってもらう出し物など、エシカルなイベ


ントを開くアクションを、実施～振り返りまでができるキットです。楽しみながら仲間を巻き込み、社会問


題に取り組んでみよう！



10円玉も集まれば、大きな変化を起こすことが出来る！　5,000円集まれば、生活に役立つ1


頭のヤギをインドのお母さんたちに送ることができます。貧困、格差、ジェンダー問題な

ど、インドの女性がおかれている立場を学びながら募金活動を企画してみよう。

身近なところから始める募金活動

10円玉募金を企画してインドのお母さんにヤギを贈ろう！

CREATE CHANGE アクションキット（募金活動をしよう！）

目標金額の決め方や募金の方法、集まった硬貨の両替や送金方法など、初めての募金活動に必要なあれこれ


を4つのステップでサポートするキットです。



買いすぎて余った年賀はがき、印刷ミスや書き間違えて送っていないハガキを集めれば、お

金を集める募金と同じだけの力になります。2,500円分集まれば、1人の子どもに検診の機会


や衛生キットを提供でき、防ぐことのできる病気から命を守ることができます。

書き損じはがきを集めてワクチンを届けよう！

眠っているハガキが大きなチカラに！

SHARE CARDS アクションキット（書き損じはがきを集めよう！）

命を守る検診を1人の子どもに提供するのに必要なのは、ハガキ44枚！　一緒にアクションを起こして、途


上国の子どもたちに健康的な生活を届けよう。書き損じはがきを集めて寄付をするアクションを考え、実施


～振り返りまでができるキットです。



制服やノート、ペンなどの学用品は、家庭としてはお金のかかる部分であり、子ども達が学

校に通うことを諦めざるを得ない理由のひとつとなっています。本棚に眠っている本を集め

て古本店に販売し、得たお金を途上国の子どもたちの教育ために寄付するアクションです。

古本を集めて換金して教育の機会を応援しよう！

眠っている本が大きなチカラに！

BOOK BETTER WORLD アクションキット（古本を集めて換金しよう！）

学用品セットを1人の子どもに提供するのに必要なのは、3,000円。このキットでは、まず世界の子どもの教


育事情を学びます。実際のアクションに必要な古本店選びから、集め方の工夫など、ひとりでも、仲間とで


も、楽しく活動するためのヒントが書かれています。



棚に眠っている食べきれない食品も集めてフードバンクに届ければ、ご飯を必要としている

人に届けてくれます。日本におけるフードロスの10%が正しく必要な人に届いたら、日本の


すべての子どもが、栄養ある食事（昼食）をとることができるようになります！

フードドライブで食品を必要としている人に届けよう！

眠っている食品で地域の人のチカラに！

SCARE HUNGER アクションキット（フードドライブ活動をしょう！）

食べられる物が捨てられる「食品ロス」は日本だけで年間570万トン。国民1人が毎日茶碗1杯分（124g）の


ご飯を捨てていることになります（2019年）。このキットを使って、家に眠っている食品を学校や職場で集


めてフードバンクへ届け、必要な人に届けるフードドライブに挑戦しよう。






